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で
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
施
設
建

設
は
な
く
、
料
金
に
与
え
る
影

響
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

県
企
業
局
の
浄
水
場
で
は
、
取

水
し
た
水
を
活
性
炭
除
去
処
理

し
定
期
的
な
水
質
測
定
を
行
い
、

安
全
な
水
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
水
海
道
浄

水
場
で
は
、
高
度
浄
水
処
理
施

設
を
建
設
中
で
、
完
成
す
る
と

よ
り
安
全
な
水
道
水
の
供
給
が

で
き
る
。

再
質
問

　
　
鬼
怒
川
と
利
根
川
の
水
質
が

悪
く
な
り
、
オ
ゾ
ン
処
理
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
水
の
源

水
が
汚
れ
て
い
る
た
め
、
化
学

薬
品
を
投
入
し
病
原
菌
を
た
た

い
て
い
る
。
体
に
い
い
訳
が
な

い
。
地
下
水
も
、
適
度
に
使
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
に
降
っ
た
水
は
全
部
地
下

水
で
蓄
え
、
き
ち
ん
と
使
う
こ

と
が
地
下
水
を
守
っ
て
い
く
上

で
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

再
答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
現
在
、
市
と
し
て
の
県
水
利

用
は
60
％
で
あ
る
。
新
規
の
井

戸
に
つ
い
て
は
県
の
指
導
も
あ

り
、
地
下
水
の
採
取
規
制
が
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
条
件

は
あ
る
が
、
現
在
の
井
戸
水
を

も
う
少
し
く
み
上
げ
、
有
効
利

用
す
る
検
討
を
し
て
い
る
。
な

る
べ
く
、
県
水
だ
け
に
依
存
し

な
い
よ
う
考
え
て
い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
保
育
所
問
題
に
つ
い
て

○
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問

　
　
①
観
光
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
②
県
内
で
は
観
光
案
内
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
何
団

体
あ
る
か
市
町
村
別
に
伺
う
。

　
　
③
当
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
観
光
案
内
人
は
必
要
と

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
育
成

す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　
①
市
や
常
総
市
観
光
物
産
協

会
の
Ｈ
Ｐ
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
観
光
大
使
の
派
遣
、

バ
ス
ツ
ア
ー
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
②
当
市
を
含
め
て
21
市
町
に

24
団
体
が
あ
り
、
水
戸
・
石
岡

・
北
茨
城
・
古
河
・
結
城
・
下

妻
・
つ
く
ば
・
筑
西
・
坂
東
市

等
に
あ
る
。

　
　
③
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

観
光
物
産
協
会
と
も
連
携
し
、

育
成
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問

　
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
当

市
も
含
め
21
の
自
治
体
に
24
団

体
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
千
姫

案
内
人
を
当
市
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
認
識
い
た
だ
い

て
い
た
の
か
を
、
確
認
し
た
い
。

ま
た
、
今
後
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
育
成
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
か
を
、
市
長
に
伺
い
た
い
。

再
答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）

　
　
当
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
は
、
み
つ
か
い
ど
う

千
姫
観
光
案
内
人
で
す
。

（
市
長
）

　
　
観
光
案
内
人
の
活
動
に
対
し
、

非
常
に
評
価
を
し
て
い
る
。
今

後
は
、
観
光
物
産
協
会
と
連
携

し
、
千
姫
だ
け
で
は
な
く
、
常

総
市
の
観
光
案
内
人
と
し
て
育

成
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　
　
市
に
は
す
ば
ら
し
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
、
何
と
か
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
見
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
市
民
交
流
バ
ス

ツ
ア
ー
の
再
開
を
要
望
す
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
市
街
地
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
に

つ
い
て

○
予
約
型
乗
合
交
通
ふ
れ
あ
い
号

運
行
事
業
に
つ
い
て

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

中
村
　
博
美 

議
員

と
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

お
願
い
す
る
。

再
答
弁
（
市
長
）

　
　
東
電
に
は
放
射
能
関
係
の
請

求
を
3
回
行
っ
て
い
る
。
4
回

質
問

　
　
先
般
、
利
根
川
か
ら
取
水
し

て
い
る
浄
水
場
で
有
害
物
質
が

検
出
さ
れ
、
取
水
停
止
の
事
態

に
陥
っ
た
。
飲
料
水
が
売
り
切

れ
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
川
に
流
さ
れ
た
原
因

物
資
が
浄
水
場
の
塩
素
と
反
応

し
た
結
果
で
あ
る
。
川
の
表
流

水
か
ら
水
を
と
る
危
険
性
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
八
ツ
場
ダ
ム

に
流
入
す
る
支
流
に
、
大
変
に

高
い
酸
性
水
が
あ
り
、
中
和
の

た
め
石
炭
を
投
入
す
る
と
砒
素

が
で
き
て
し
ま
う
。
現
在
は
中

間
処
理
場
が
で
き
て
い
る
が
、

根
本
的
な
解
決
は
さ
れ
て
い
な

い
。
ダ
ム
の
建
設
に
は
膨
大
な

費
用
が
か
か
り
、
国
や
県
は
河

川
や
地
下
水
の
取
水
制
限
に
よ

り
作
っ
た
水
を
買
わ
せ
よ
う
と

し
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
ろ
過
さ
れ
た

安
全
な
地
下
水
を
飲
め
な
く
し

て
お
い
て
、
表
流
水
で
つ
く
っ

た
水
を
飲
ま
せ
よ
う
と
す
る
。

今
後
、
市
民
の
安
全
を
守
る
上

目
は
放
射
能
除
染
の
分
な
ど
が

あ
り
、
粘
り
強
く
請
求
を
し
て

い
く
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
ご
み
問
題
に
つ
い
て

水
問
題
に
つ
い
て

堀
越
　
道
男 

議
員

茨城県企業局 水海道浄水場
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